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人口と世帯 令和6年4月1日現在
                 (    ) は前月比

総数　81,782人
男　　40,195人
女　　41,587人
世帯　35,719世帯

※外国人住民 (38 か国・地域／ 2,040 人 ) を含みます。

広報おうみはちまんは、各自治会を通じてお届けします。また、各学区コミュニティセンターや
図書館などの公共施設、郵便局、金融機関、セブン-イレブン・ファミリーマート各店舗などに
置いているほか、市ホームページやマチイロ、マイ広報紙などでもご覧いただけます。
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水
辺
の
風
景
は
、
本
市
の
文
化
的

景
観
の
重
要
な
構
成
要
素
の
一
つ
で

す
。「
近
江
八
幡
の
水
郷
」
と
し
て

平
成
18
年
に
全
国
初
の
重
要
文
化
的

景
観
に
選
定
さ
れ
、
そ
の
後
3
回
に

わ
た
り
選
定
範
囲
を
拡
大
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
20
年
に
は
西
の
湖
が
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
追
加
さ
れ
、

平
成
27
年
に
は
日
本
遺
産
「
琵
琶
湖

と
そ
の
水
辺
景
観
」
の
構
成
文
化
財

に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。　

　

か
つ
て
琵
琶
湖
辺
に
は
「
内
湖
」

が
存
在
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
40

年
代
ま
で
に
行
わ
れ
た
干
拓
事
業
で

大
半
が
姿
を
消
し
ま
し
た
。
現
存
す

る
内
湖
の
中
で
最
大
の
面
積
を
占
め

め
て
い
る
湖
は
西
の
湖
で
、
全
体
の

約
50
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
一

帯
は
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
琵
琶
湖
の

原
風
景
を
残
す
貴
重
な
地
域
で
、
水

辺
に
ヨ
シ
地
や
水
田
と
い
っ
た
農
地
、

里
山
な
ど
の
自
然
が
集
落
と
共
生
し
、

国
内
で
も
有
数
の
規
模
を
誇
る
美
し

い
水
郷
地
帯
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
、
特
に
島
学
区
に
位
置
す
る

円
山
町
は
屈
指
の
水
郷
地
帯
で
、
町

内
の
中
央
付
近
に
位
置
す
る「
円
山
」

に
登
る
と
周
辺
地
域
の
水
郷
の
広
が

り
を
眺
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

1
枚
目
に
紹
介
す
る
写
真
は
、
昭

和
初
期
に
円
山
の
山
頂
付
近
か
ら
撮

影
さ
れ
た
古
写
真
で
す
。
水
辺
に
沿

う
よ
う
に
形
作
ら
れ
た
ヨ
シ
地
や
農

地
、
中
央
を
流
れ
る
水
郷
の
先
に
は

西
の
湖
や
そ
の
内
部
に
浮
か
ぶ
湖
岸

緑
地
西
之
湖
園
地
が
見
ら
れ
、
そ
の

奥
に
は
北
之
庄
沢
が
確
認
で
き
ま
す
。

現
在
の
円
山
は
樹
木
な
ど
が
生
い
茂

り
、
同
様
の
景
色
を
見
る
こ
と
は
非

常
に
難
し
い
で
す
が
、
こ
の
写
真
が

撮
影
さ
れ
た
時
期
は
山
に
生
え
る

木
々
の
一
部
が
刈
り
払
わ
れ
、
八
幡

山
も
望
む
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

そ
の
山
麓
に
は
「
八
幡
堀
」
が
見
ら

れ
ま
す
。
天
正
13（
１
５
８
５
）年
の

豊
臣
秀
次
に
よ
る
八
幡
山
城
築
城
に

際
し
造
ら
れ
、
北
之
庄
沢
、
西
の
湖

を
経
由
し
て
琵
琶
湖
に
繋つ

な

ぐ
こ
と
で

多
く
の
船
が
往
来
し
、
城
下
町
の
発

展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

２
枚
目
に
紹
介
す
る
の
は
、
昭
和

40
年
頃
に
撮
影
さ
れ
た
白
雲
橋
の
東

側
か
ら
見
た
八
幡
堀
を
写
し
た
古
写

真
で
す
。
こ
の
頃
の
八
幡
堀
は
、
定

期
的
な
堀
さ
ら
い
が
行
わ
れ
な
く
な

り
、
さ
ら
に
は
琵
琶
湖
の
水
位
の
低

下
や
生
活
排
水
の
流
入
と
い
っ
た
原

因
が
重
な
っ
た
結
果
、
写
真
の
よ
う

に
雑
草
が
生
い
茂
り
、
悪
臭
を
漂
わ

    

古古
い
に
し
え

い
に
し
え    

写写    
真真    
館館    

②②

「
水
辺
の
風
景
」

「
水
辺
の
風
景
」

せ
る
川
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
周
辺

住
民
か
ら
堀
の
埋
め
立
て
を
す
べ
き

と
い
う
意
見
も
出
る
中
、
近
江
八
幡

青
年
会
議
所
が
中
心
と
な
り
、「
堀

は
埋
め
た
瞬
間
か
ら
後
悔
が
始
ま

る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
草
刈
り
や

ご
み
拾
い
と
い
っ
た
清
掃
活
動
、
保

存
修
景
に
関
わ
る
計
画
の
策
定
と

い
っ
た
市
民
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
が
実
を
結
び
、
昭

和
50
年
に
は
滋
賀
県
が
行
っ
て
き
た

石
垣
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
化

工
事
が
中
止
さ
れ
、
翌
51
年
か
ら
は

昔
の
八
幡
堀
の
姿
に
戻
す
た
め
、
川

底
の
堆
積
物
の
除
去
や
、
石
垣
の
整

備
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
工
事
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
時
代

劇
の
撮
影
や
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

る
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Facebook YouTube LINE

1. 円山から北之庄沢を望む（昭和初期）

2. 白雲橋の東側（昭和 40 年頃）


